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地域分析や商圏分析の概要

ハフモデルの活用や変形〈GISの活躍）

来店確率は店繭規楓･魅力に比例し,距醗に反比例する

「賎力｣の決定が雌しい，消費者志向が多樺化

ある地点や店■の呼日には有益,しかし地玻呼伍には向か
ない

通用が離しい咀面もしばしばある

もう少し荒い(マクロな)視点

官庁統計の統計メッシュを活用する

独自のアンケート調査を行う

地域分析が必要な場合

岡山県山陽町を例に
メッシュが決まれば地域が分かる

国勢鯛査(3次メッシュ)を

使用して対象地域(近似）

を決める

その一例

国勢調査からは年齢分布

商業統計からは商業関係動
向がメッシュごとに
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メッシュ統計(商業統計や人口統計)分析用ソフト

統計てきめん１豆1Z｣LZhttp:"www・sorb・cojp／
システム＋データのセット

商圏分析の類型
商圏構造の把握はマーケティングの基本
マクロでは，「商圏は行政区域とは異なる」

ミクロでは，需要や来店予測の基礎情報(ハフモデル）

商業統計データを利用した1ｋｍ区画(メッシュ）
による分析→定点(静的)な分析
メッシュ単位の密度分析

施設などの分布把握

アンケート調査による商圏構造の把握
「行動｣に関する回答分析→動的な分析

地図は

背景図と
して貼り
付ける簡
易方法

第１段階地図上にグラフ表示

地図画像(bmp)の上に，円や矢印グラフを
表示する

岡山市商店街通行量調査結果に適用

「=爾伝署７Ｆ－６８尾ﾏﾌﾌﾞ田口■》鱸

背景図形は問わない,簡易表現可能

縮小･拡大が不可

円表示の例
第２段階数値地図の利用

縮小や拡大のため，図葉地図ではなく,ベ
クトル白地図

国土交通省の｢国土数値情報｣を使用
行政界(市町村の形状表現）

役場位置と名称(代表点を役場位置とする）

サイトからのダウンロードが可能

線表現も面表現も可能(なはず）

データの更新･保守に難点
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岡山県の

肌着鰄買
(２０００） 

青:地元住

民が地元

で購入(依
存度）

黄:地元販

売に占め

る地元住

民の割合

(構成比）

第３段階商圏データに数値地
図を活用したい

数値地図の利用について

数値地図のフォーマットや概念はかなり難

解

をパッケージごと導入せざるを得ない

地図ソフトなみの多様な地図表現はデータ

の多様性と複雑さで困難

｢無いものは作ろう｣という訳にいかない

地図データの汎用化･標準化は？

岡山県内の生活圏･行動圏に関する長年
にわたるデータ蓄積と整備

データ視覚化と商圏形成要因の把握

岡山県民の生活行動岡■杏
岡山経済研究所

http:"wwwokayama-cri・orjp／

｡（財)岡山経済研究所岡山県内市町村単位
が県民の行動様式把に聞き取り調査(層別

握と行動モデル化を２段抽出法,１８歳以
目的に実施上)を実施、

第1回目は1979年に

実施 住所,通勤･通学,通

最近には,2003年に院,交際,観光,買物
第10回目を実施．などの出向先,行動
2004年に報告書発行様式について調査

調査対象地域の推移
毎回7千名前後を調査
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調査

回数 鬮査年 回答者数

岡山県

７８市町村

福山，高

松,坂出 丸亀
１ 1９７９ 6,999 ○ × × 

２ 1９８１ 8,801 ○ ○ × 

３ 1９８３ 8,324 ○ ○ × 

４ 1９８５ 7,092 ○ ○ × 

５ 1９８８ 7,775 ○ ○ ○ 
６ 1９９１ 7,695 ○ ○ ○ 
７ 1９９４ 7,823 ○ ○ ○ 
８ １９９７ 7,891 ○ ○ ○ 
９ 2０００ 7,797 ○ ○ ○ 

1０ 2００３ ４，４３３ ○ × × 
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生鮮食品の傾向 家庭電気器具
かつては予想通り地元購入が多かった

次第に，最寄性が失われてきた

モータリゼーション

大型量販店でのまとめ買い

生活様式の変化(出向頻度の減少）

頻度も毎日から週に２回程度に
参考：生鮮頻度｢週２．３回｣55％

（玉野市消費者調査2003夏）

かつては,地元市町村での購買率の高い
商品(運搬や据付などの面から）

郊外型大型量販店の進出に伴い，各地に
商圏核が形成された
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映画･レジャー家庭電気器具

消費行動は物販中心からレジャー志向へ

移行する傾向にあるといわれている
かつては地元購買が多く,他市町村への

流出は少なかった

その後,家電専門量販店の郊外進出が相
次いだ

現在では県内の各地に商圏核が形成され

ており商圏の分散傾向にある

市部中心に展開してきた商圏核は,近年，

新形態｢シネマコンプレックス｣型劇場の登

場により,その構造に変化が起き始めてい
る

／ 映画やレジャー(19ね
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今後について
商圏構造を,数値地図を利用した表現法を検討

地図情報など基本情報の整備,公開,保守の重
要性

商圏構造の定量的評価が課題

行動を規定する要因抽出やモデル化へ(質の
GIS化はこれからの課題）

・距離や時間や勤務･通学地など地図情報

購買意識や様式の変化など量と質の両面で
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